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　新年、あけましておめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の拡大が、私たちのくらしに大きな影響を及ぼしてから 2 年が経過しました。
この間、感染症終息の先行きが見えず、不安を感じる中ではありましたが、各構成団体のみなさま方から
多くのご協力をいただき、労働者福祉事業および生活に困難を抱える方々への支援活動を行うことができ
ました。あらためて、みなさま方のご協力に対し、感謝と敬意を表します。
　さて、東日本大震災から 11 年目を迎える今年、復興道路等のインフラ整備がすすみ、人や物の動きが
活性化され、これまで以上に復興への期待が高まるところです。 しかし、その流れの中で、未だに心の
葛藤や経済的な負担、将来への不安等を抱えている人がいることを、私たちは共有していかねばなりませ
ん。すべての人が復興を実感できるものとなるよう、震災の記憶を継承しつつ労福協運動としての「共助」
のとりくみを進めて参ります。
　近年は度重なる自然災害や新たな感染症への脅威、人口オーナス期の課題、情報通信技術の急速な進化
による社会や職場環境の変化への対応等、新たな時代を迎えるに当たって乗り越えるべき課題はたくさん
あります。岩手労福協は、中央労福協、地域および各構成団体との連携を強化し、これら諸課題を解決し、
すべての人にとって持続可能な社会となるよう、労福協運動をすすめて参ります。
　結びに、本年も岩手労福協運動へのご支援をお願いしつつ、みなさまのご多幸をお祈りし、新年のご挨
拶といたします。

御所湖（雫石町）

2022年　持続可能な社会をめざして
　　　　　　　　　　　　　一般社団法人岩手県労働者福祉協議会

会 長　佐々木　秀　市
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　新年明けましておめでとうございます。

　2020 年初頭から始まった新型コロナウイルス

の感染拡大により、日本社会の脆弱さが浮き彫り

となった今、公的支援の強化を求め、安心して暮

らせる社会にむけて継続的に取り組むことが重要

です。中央労福協は「生活・就労応援基金（ろう

ふくエール基金）」を立ち上げ、様々な団体や個

人から多くのご協力をいただき、困難を抱える人

たちへの生活・就労支援活動を応援してきました。

第３期奨学金制度改善・学費負担軽減運動では、

誰もが安心して学べる社会をめざし取り組みま

す。

　私たちはコロナ禍により行動が制限される中で

あっても、これまでの運動で培った経験を糧に、

時代に即した運動スタイルを取り入れてコロナ危

機を乗り越えていかなければなりません。「今こ

そ、労働者福祉運動の出番」との気概を持ち、ポ

ストコロナ社会にむけての労働者自主福祉活動を

進めて参ります。「2030 年ビジョン」の実現をめ

ざし、ともに前進していきましょう。

2022 謹賀新年2022 謹賀新年

　あけましておめでとうございます。

　新年が新型コロナウイルス終息に向かっている

ことを祈りながら執筆しています。

　旧年中は連合岩手の活動や具体的な取り組み、

とりわけ不正経理事案をはじめ諸課題解決に向け

た対応にご理解とご協力を賜りましたことに感謝

と御礼を申し上げます。

　新型コロナウイルスによって労働組合が本来取

り組むべき活動が制限される中ではありますが、

with コロナの視点で思考を凝らしながら 2022 年

も運動を進めて参ります。

　まずは、2022 春闘の旗振り役として世論を喚

起し、地場中小の取り組みを支援するとともに、

未組織労働者への波及をねらい「未来をつくる。

みんなでつくる。」春闘をめざします。

　地方最低賃金の取り組みは、労働者の代表とし

て連合に課せられた大きな課題であり、立場の弱

い方を含め全体の底上げにつながる活動と認識を

しております。

　「連合だから出来る。連合でなければ出来ない。」

を強く意識し、労働運動を通じて社会運動を作っ

ていく、組合民主主義に基づき活動推進を図って

いく決意を申し上げて年頭のご挨拶とさせていた

だきます。

2022 年 年頭挨拶

労働者福祉中央協議会
 会　長　芳　野　友　子

年頭ご挨拶

連合岩手
 事務局長　鈴　木　　　圭
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　新年あけましておめでとうございます。

　昨年、政府は東京電力福島第一原発事故に伴う

「ALPS 処理水」を海洋放出する方針を決めまし

た。この決定は、地元三陸の漁業者はもとより国

民の強い反対や懸念があるなか、「関係者の理解

なしにはいかなる処分も行わない」とする東京電

力と地元漁業者との約束を反故にしたものであり

極めて大きな問題です。

　また、12 月には東北防衛局日米合同軍事訓練

が行われ、岩手山演習場でも訓練が行われました。

これまで、数多くの事故を繰り返してきた「オス

プレイ」も飛来し、盛岡市内の住宅地上空を飛行

しています。防衛局や県は、HP で予定や実施内

容を発表しますが、オスプレイの飛行時間やルー

トなどは機密のままです。

　私たちの知らない間に、安全・安心が損なわれ

ている状況は見過ごせません。今年も、平和・環

境・人権が大切にされる社会をめざして、ともに

頑張りましょう。

　新年あけましておめでとうございます。

　今年もこりなく干支・十二支についてご紹介し、

挨拶にかえさせていただきます。

　2022 年は十干が「壬（みずのえ）」、十二支が「寅」

の年にあたるので、干支は「壬寅（みずのえとら）」

とのことです。「厳しい冬を越えて、新芽が吹き

始め、新しい成長の礎（いしずえ）となる。」そ

んな希望をもてる年だそうです。まさに、新型コ

ロナの厳しい情勢から収束へと向かい、皆が元気

になっていく。そのような年でありたいと心から

願います。

　また、昨年は、東日本大震災から 10 年の節目

の年でもありました。ご存じのとおり、釜石市に

は、伝統芸能に虎 ( とら ) 舞 ( まい ) があります。

震災当時、皆を励まそうと、津波に流されずに残っ

た虎舞をもって舞う姿に、みな涙を流して勇気づ

けられたそうです。震災を乗り越え受け継がれる

虎舞、虎には人を勇気づける、発揮させる力があ

るようです。

　昨年岩手労福協は、支援事業として、三陸沿岸

の被災地に一面の「椿」の花を咲かせて、「震災

の記憶を繋 ( つな ) いでいこう」という活動に取

り組みました。被災地の復興・創生・心のケアは、

まだまだこれからであります。本年も引き続き取

り組んでまいります。

　2022 年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は、長引くコロナ過で収入減などの影響を

受けた勤労者のための「生活応援運動」を継続し、

ローンの見直しなどによる「家計収支改善」によっ

て可処分所得を増やし、将来に向けた「資産形成」

を図る取り組みを会員の皆さまと共に行ってきま

した。

　デジタル化の進展や感染予防対策も相まって、

お客様から「非対面・非接触」の要望も高まって

きており、「Web 完結型カードローン」に加え、

昨年９月からは「Web 完結型マイカーローン」

と「Web 完結型フリーローン」の取り扱いを開

安心して生活できる
社会の実現に向けて
平和環境岩手県センター
 議　長　金田一　文　紀

令和 4 年の干
え

支
と

は
「壬寅（みずのえとら）」
岩手友愛会
 会　長　吉　田　　　信

生活応援バンクの
役割を果たします
東北労働金庫岩手県本部
 本部長　八　幡　博　文
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始し、おかげさまで若年層や女性の利用が拡大し

ています。

　今年は、多様化する生活様式や働き方、そして

「人生 100 年時代」に対応するため、引き続き「生

活応援運動」のさらなる充実を図ります。

　本年も働く人のための生活応援バンク「ろうき

ん」をよろしくお願いします。

　新年のお慶びを申し上げます。

　「こくみん共済 coop」は、全国の協力団体（労

働組合）のご支援ご協力と、組合員の皆様のご理

解のもと「みんなでたすけあい　豊かで安心でき

る社会の実現」を理念として事業を展開しており

ます。

　少子高齢化・人口減少と世帯構造の変化、格差

社会の拡大、生活スタイルの多様化、大規模自然

災害の頻発など、私たちを取り巻く環境はさまざ

まに変化しております。そのような中、こくみん

共済 coop は新しい「中期経営政策」を策定し、

事業の持続的成長と発展を目指してまいります。

岩手推進本部、盛岡・北上・釜石支所、共済ショッ

プ一関店役職員一同、組合員ご家族の安心を高め

るとともに、労働組合の自主福祉活動強化に向け

お役に立てるよう努力してまいりますので、引き

続きのご支援と、事業推進へのご協力をお願い申

し上げます。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　新年のお喜びを申し上げますとともに、ハピネ

ス共済会に対する日頃からのご理解・ご協力に厚

く感謝申し上げます。引き続き心配されるコロナ

禍の終息を願い、生活や仕事の面でも、安心・安

全に暮らせる状況が 1 日も早く訪れることを願う

ばかりです。

　さて、当共済会が一般財団法人に移行し、認可

特定保険業として再出発してから 10 年目を迎え

ることとなりました。この間、医療保険の入院給

付を中心に、会員の皆様のお役に立てる保障をめ

ざしてまいりましたが、より一層お役に立てる保

障になるよう昨年 9 月から制度改定を行い、団体

型「ハピネス」・団体移行型（終身）「マイハピ」・

個人型（終身）「ぺっこぷらす」にリニューアル

してお届けしています。

　会報による情報発信などもさらに充実させなが

ら、今後とも身近な共済としてご利用いただける

よう、役職員一同努力してまいりますので、どう

ぞ宜しくお願いいたします。

新年あけましておめでとうございます。

　旧年中は、当組合ならびに当組合の事業・取り

組みに対するご理解、ご支援ならびにご協力をい

ただき、誠にありがとうございます。

　新型コロナウイルス感染拡大によって、私たち

のくらしや地域社会にも大きな影響が出ていま

す。コロナ禍で雇用やくらしをめぐる環境が厳し

組合員の安心のために

こくみん共済 coop 岩手推進本部
 本部長　佐　藤　伸　一

より一層皆様のお役に立てる
共済になることをめざして
一般財団法人ピネス共済会
 理事長　佐　藤　淳　一

様々な相談に対応する
信用生協の取り組み
消費者信用生活協同組合
 理事長　佐　藤　浩　之
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くなり貧困・格差の拡大や社会的孤立が懸念され、

生活への不安が強まっています。

　そのような社会環境下において、安心して暮ら

せる社会のため、当組合では、岩手県内 3 ヶ所の

事務所での相談のほか、年 2 回開催している「解

決の糸口を見つけに行こう」相談会をはじめ、自

治体と提携し県内 14 ヶ所にて毎月開催している

地域相談会に加え、昨年 4 月より国土交通省の住

宅セーフティネットに基づく居住支援事業（1 人

暮らしの高齢者などの住宅確保要配慮者に対する

居住支援を行う事業）を開始し、様々な相談に対

応できる環境の構築に取り組んでおります。引き

続き、組合員ならびに地域住民のくらしを支える

相談貸付事業を中心として本年も事業を推進して

参る所存でございますので、当組合に対するより

一層のご支援ご協力をお願い申し上げます。

　本年のみなさまのご健勝とご多幸を祈念いたし

まして、新年のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございます。

　昨年は、新型コロナウィルス感染症の影響を受

け 2 年目、もはや感染予防対策が日常の一部とな

りました。

　学校生協では、感染予防対策を徹底しながら事

業を行い、90％以上の新採用教職員に加入いただ

きました。また、指定店やガソリンカード利用な

どのサービス事業が回復し、共同購入Ｗｅｅｋへ

の利用結集も進んだことにより、年度末には計画

を上回る決算を見込んでいるところです。組合員

運動は、地区総代会と共同購入委員会、子育て交

流会を時間短縮や内容を見直し開催することがで

きました。

　社会貢献の取り組みは、組合員の協力のもと、

被災地支援として、今年度も沿岸 4 地区へ合計

260 万円の支援金を贈り、昨年度から始めた教職

員への貢献として、東北地区大会以上の研究大会

等７団体へ支援することができました。

　本年も、「安全・安心」を第一に、組合員に満

足していただき、学校や子どもたちに役立つ学校

生協として取り組んでまいります。引き続き、皆

様の利用結集と運動へのご支援ご協力をお願いし

て、新年のご挨拶といたします。

組合員により満足して
いただける学校生協に
岩手県学校生活協同組合
 専務理事　川　村　　　元
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第81回臨時総会開催
　岩手労福協は、12 月 16 日（木）に第 81 回臨時総会を開催して、会員団体の役員改選に伴い、理事の

交代と補充を確認しました。新理事の佐藤伸一氏はこくみん共済 coop 岩手推進本部、藤本誠氏は連合岩

手の所属です。また、総会後に開催された第 119 回理事会で金田一文紀理事と佐藤伸一理事が副会長に選

定されました。

　また、同日に開催したライフサポートセンターいわて 2021 年度第 3 回理事会では、金田一文紀氏と佐

藤伸一氏が副理事長に選出されました。

会　　長 佐々木　 秀　市（連合岩手）
副 会 長 八　幡　 博　文（東北労金岩手県本部）
副 会 長 佐　藤　 伸　一（こくみん共済 coop 岩手）
副 会 長 金田一　 文　紀（平和環境岩手県センター）
副 会 長 吉　田　 　　信（岩手友愛会）
専務理事 菅　野　 健　司（岩手労福協）
常務理事 鈴　木　　　 圭（連合岩手）
理　　事 佐　藤　 淳　一（ハピネス共済会）
理　　事 佐　藤　 浩　之（信用生協）
理　　事 川　村　　　 元（岩手県学校生協）
理　　事 伊　藤　 裕　一（連合岩手）
理　　事 佐　藤　 茂　生（連合岩手）
理　　事 藤　本　 　　誠（連合岩手）
監　　事 長谷川　 博　之（東北労金岩手県本部）
監　　事 赤　坂　　　 徹（こくみん共済 coop 岩手）

岩手労福協〔2020 年度～ 2021 年度役員〕
理 事 長 佐々木　 秀　市（連合岩手）

副理事長 八　幡　 博　文（東北労金岩手県本部）

副理事長 佐　藤　 伸　一（こくみん共済 coop 岩手）

副理事長 金田一　 文　紀（平和環境岩手県センター）

副理事長 吉　田　 　　信（岩手友愛会）

事務局長 菅　野　 健　司（岩手労福協）

事務局次長 鈴　木　 　　圭（連合岩手）

理　　事 佐　藤　 浩　之（信用生協）

理　　事 佐々木　 正　人（連合岩手）

理　　事 村　上　　　 純（ＬＳＣ北上）

理　　事 伊　東　 喜　幸（ＬＳＣ宮古）

会計監査 長谷川　 博　之（東北労金岩手県本部）

会計監査 赤　坂　　　 徹（こくみん共済 coop 岩手）

ライフサポートセンターいわて〔2020 年度～ 2021 年度役員〕

第40回　岩手県勤労者美術展
　第 40 回岩手県勤労者美術展は、盛岡市民文化ホール「展示ホール」で 11 月 11 日（木）から 14 日（日）
までの 4 日間の会期で開催され、期間中に 290 名の来場がありました。
　今年の出品数は 90 点、審査は 10 日（水）午後に行われ、知事賞（最優秀賞）、優秀賞など 27 点が選ば
れました。
　表彰式は、新型コロナ感染防止の観点から知事賞と優秀賞の受賞者のみの出席とし、岩手県から岩手県
商工労働観光部 定住推進・雇用労働室の安藤知行室長に出席をいただき執り行われました。
　この美術展は、県内の勤労者とその家族に芸術表現の機会を提供し、文化創造活動を高め文化教養の向
上を図るとともに、親子のふれあい、明るい職場環境と人間関係・家族関係を形成し、福祉の増進に期す
ることを目的に開催しています。

美術展　表彰式 受賞された皆さんと記念撮影 会場の様子
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〔出展数〕　90 点（絵画 31 点・写真 42 点・書道 17 点）
〔審査員〕　絵画　種　倉　紀　昭（主体美術協会会員／岩手芸術祭洋画部門副理事長）
　　　　　写真　小　川　文　男（一般社団法人二科会写真部 会員）
　　　　　書道　吉　田　晨　風（岩手書道協会会長／岩手日報書展常任理事）

〔各　賞〕　入賞者と作品名

絵画の部　　髙　橋　邦　枝〈盛岡市〉「刻の旅人～どこから来てどこに行くの～」
写真の部　　福盛田　美奈子〈花巻市〉「蒼き彩り」
書道の部　　片　方　正　明〈北上市〉「高青邱詩」

■ 絵画の部
優秀賞　　田中舘　隆　雄〈滝沢市〉「東のはずれ（限界への踏切）」
奨励賞　　巢　鴨　尋　子〈盛岡市〉「たくましく生きて」
　　　　　大須賀　美智子〈花巻市〉「独り住まい」
　　　　　佐々木　宗　子〈盛岡市〉「新緑の頃」
佳　作　　梅　田　節　子〈盛岡市〉「嘘」
　　　　　荒　井　賢　二〈遠野市〉「めがね橋」
　　　　　堀　米　英　子〈盛岡市〉「ブナが好き № 1」
　　　　　佐々木　　　斉〈盛岡市〉「今年は何を植えようか（朝市にて）」
　　　　　田　村　瑞　穂〈八幡平市〉「漁を待つ浜」

■ 写真の部
優秀賞　　及　川　茂　輝〈盛岡市〉「夏の彩り」
奨励賞　　平　　　宏之進〈花巻市〉「絡み合い」
　　　　　北井崎　　　昇〈盛岡市〉「冒険心の芽生え」
　　　　　𠮷　原　寿　一〈花巻市〉「飛翔」
佳　作　　宮　前　行　男〈花巻市〉「レイル・ファン」
　　　　　山　田　惠　子〈盛岡市〉「舞い終えて」
　　　　　伊　香　祥　平〈盛岡市〉「念い」
　　　　　村　木　眞樹子〈盛岡市〉「家路」
　　　　　伊　藤　憲　子〈盛岡市〉「いくつに なっても」

■ 書道の部
優秀賞　　木　内　淳　子（汀鷺）〈盛岡市〉「史鑑詩」
奨励賞　　田之岡　由美子（青桂）〈盛岡市〉「遙見」
佳　作　　松　江　邦　雄（春風）〈花巻市〉「春風得意」
　　　　　吉　田　チ　ヨ（祥苑）〈盛岡市〉「游邵氏園」
　　　　　種　市　敏　恵　　　　〈久慈市〉「朱存理詩」
　　　　　工　藤　由美子（汀苑）〈盛岡市〉「臨書　王鐸」

絵画の部　知事賞

書道の部　知事賞

写真の部　知事賞

岩手県知事賞

部門別入賞者
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第33回岩手県勤労者野球大会
　岩手県知事杯争奪「第 33 回岩手県勤労者野球大会」は、10 月 24 日 ( 日 )、雫石町営鶯宿グラウンドで

2 年ぶりに開催しました。大会は午前 8 時 30 分にプレイボールが宣言され、４チームによるトーナメン

ト戦が行われました。決勝戦では、投打ともに実力を発揮した北上地区代表「東北ポール」チームが優勝

しました。

○優　勝（知事杯）　　　　　 東北ポール（北上市）

○準優勝　　　　　　　　　　トヨタ紡織東北㈱（北上市）

○第３位　　　　　　　　　　いすゞ自動車東北㈱（盛岡市）・二戸市職労（二戸市）

〔個人賞〕 ○最優秀選手賞　　戸　来　大　輔（東北ポール）

　　　　　○殊勲賞　　　　　高　橋　　　裕（東北ポール）

　　　　　○敢闘賞　　　　　山　内　恵　介（トヨタ紡織東北㈱）

レッドカーペット・プロジェクト支援事業
　一般社団法人レッドカーペット・プロジェクト（以下、ＲＣＰという。）は、地元事業主（株式会社バンザイ・

ファクトリー）が中心となり昨年６月に陸前高田市に創設されました。市花である椿で未活用土地を真っ

赤に染めることで新しい景観を創り（観光資源）、その椿を原料とする商品製造を通じて身体障がい者を

含む雇用の創出をめざしています。また、ＲＣＰでは、コロナ禍により休職や休業で収入が減少した労働

者に対して、家計応援の一助に資するため就労の場を提供しています。

　岩手労福協は、「2021 年度全国研究集会」でＲＣＰの活動が全国に紹介されたことを機に、「東日本大

震災からの復興および被災地支援事業」にＲＣＰ支援を追加することを第 117 回理事会（2021.9.2）で確

認しました。具体的には、ＲＣＰ事業を支援するための助成金を贈ること、植樹作業、支援期間は向こう

準優勝　トヨタ紡織東北㈱チーム優勝　東北ポールチーム 試合の様子

植樹作業の様子 椿の植樹を終えて 贈呈式（左から菅野専務、高橋RCP代表、
佐々木会長、鈴木常務）
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3 年間としました。初年度は、“ ろうふくエール基金 ” から 20 万円を交

付していただき、岩手労福協から 10 万円を拠出、計 30 万円を助成（寄

付）しました。

　10 月 1 日（金）、現地で贈呈式を行い、佐々木会長からＲＣＰ高橋代

表理事に支援金を贈り、高橋代表理事から感謝の言葉をもらいました。

同日植樹を計画しましたが、台風 16 号の影響によりやむなく中止。10

月 8 日（金）に事務局が現地に出向き成木 3 本と苗木 12 本を植樹しま

した。椿の植樹は、およそ 7000 本の計画に対してこれまでに約 1300 本

が植えられたそうです。

フードバンク岩手支援事業
子供たちの冬休み対策として、冬季支援分 5 万円を 11 月 30 日（火）、佐々木会長からフードバンク岩

手阿部事務局長に贈呈しました。懇談の中で阿部事務局長は、「今般のコロナ禍で食糧支援を必要とする
家庭が増加し、食料品を確実に届けられるよう工夫しながら活動して
います。また、満足に食事を摂れない子供を見付けることにも務めて
おり、新型コロナは貧困に喘いでいる家庭に深刻な影響を与えていま
す。」と現状を語りました。
　フードバンク岩手は、支援団体を通じてフードドライブを展開して
います。買い過ぎた食料品や眠っている食料品（玄米もＯＫ）があり
ましたら、是非提供をお願いします。詳しくは、フードバンク岩手の
ホームページでご確認ください。佐々木会長から阿部事務局長（右）へ

支援金を贈呈

行 事 予 定行 事 予 定
１．第 25回岩手県勤労者ボウリング大会
　○日程　2022年 2月 5日（土）

　○場所　盛岡スターレーン

　○募集　18チーム

２．第 15回文化講演会
　○日程　2022年 2月 19日（土）

　○場所　岩手教育会館「多目的ホール」

　○講師　気象予報士　天達武史さん

　　　　　「天達がみた　異常気象と災害対策」

　○入場　無料（但し、入場整理券必要）

　○定員　200名

３．2021年度第2回文化・体育事業実行委員会
　○日程　2022年 2月 25日（金）

　○場所　岩手教育会館「ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ 203」

４．岩手労福協第 82回定時総会
　○日程　2022年 5月 26日（木）

　○場所　ホテルニューカリーナ

５．ＬＳＣいわて第 15回定期評議員会
　○日程　2022年 5月 26日（木）

　○場所　ホテルニューカリーナ

岩手労福協の看板を立てました。
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秘密
厳守

ライフサポートセンターいわて

月～金曜日の平日
午前10：00～午後5：00

｢ライフサポートセンターいわて｣は、勤労者の皆さん
の生活支援を目的として、（一社）岩手県労働者福祉協議会
を中心に、関係団体が協力して立ち上げた組織です。
お気軽にお電話ください。

※専門家等に相談する場合は、別途料金がかかる場合があります。

勤労者の皆さんの様々な悩み事やご相談に対応いたします。

相 談 無 料

面談相談可

相談日

時　間

■ 最寄りの相談窓口までお気軽にお電話ください ■

あなたを応援します。
が

ライフサポートセンターいわて
（協力）岩手労福協╱東北労金╱こくみん共済coop╱ハピネス共済会╱信用生協╱学校生協╱連合岩手╱平和環境県センター╱岩手友愛会

0120━804━340盛  岡

北  上

宮  古
0120━805━340
0120━807━340

金融関係

保険関係

？？？
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　生活相談

　ひ
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で

　

　ひ
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　ひ
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　 法律関係

解決！！

解決！！

解決！！

解決！！

解決！！
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